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大本 

名古屋分苑 

分
苑
長 

長
月 

月
次
祭
挨
拶 

サ
ル
ー
ト
ン 

皆
様
こ
ん
に
ち
は 

長
月
の
月
次
祭
に
足
元
が
悪
い

中
、
ご
参
拝
頂
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

祭
典
の
祝
詞
で
長
寿
祝
詞
が
奏

上
さ
れ
ま
し
た
、
白
寿
で
一
名
、

米
寿
で
十
二
名
、
喜
寿
で
九
名
の

方
達
の
お
名
前
が
読
み
上
げ
ら
れ

ま
し
た
な
か
で
、 

「
も
う
そ
ん
な
お
年
だ
っ
た
の
」

と
ビ
ッ
ク
リ
さ
れ
る
方
も
い
ら
し

ゃ
い
ま
し
た
。 

聖
師
様
の
愛
善
健
康
法
八
ペ
ー

ジ
か
ら
十
一
ペ
ー
ジ
に
秘
訣
を
示

さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
、
老
人
で
あ
る
と
い
う
観
念
を

去
る
こ
と 

一
、
年
齢
を
忘
れ
て
し
ま
っ
て
、

思
わ
ぬ
こ
と 

こ
こ
で
一
番
重
要
な
こ
と
で
す
が 

一
、
青
年
男
女
と
交
際
す
る
こ
と

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。 

今
後
と
も
長
年
培
わ
れ
た
ご
神

徳
を
持
っ
て
後
進
の
私
共
に
ご
助

言
ご
指
導
を
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

昨
日
ま
で
は
、
夏
日
続
き
で
日

中
は
エ
ア
コ
ン
が
な
い
と
体
調
不

良
を
起
こ
す
原
因
に
な
る
こ
と
も

あ
り
、
ま
た
熱
中
症
の
原
因
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。 

今
夜
か
ら
台
風
の
接
近
で
天
候

が
心
配
さ
れ
ま
す
。 

東
海
地
方
に
は
、
十
九
日
夜
か

ら
進
路
に
当
た
っ
て
い
ま
す
の
で
、

最
小
限
の
被
害
を
無
難
に
し
て
頂

く
よ
う
に
大
神
様
に
ご
祈
願
を
い

た
し
ま
し
ょ
う
。 

今
月
、
二
十
四
日
と
二
十
五
日

の
祭
式
講
習
会
と
葬
祭
研
修
会
に

東
海
教
区
の
方
々
を
含
め
て
二
十

名
を
超
え
る
参
加
者
が
お
見
え
で

す
が
、
二
か
所
で
夫
々
講
習
を
行

い
ま
す
の
で
参
加
者
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

参
加
は
一
日
だ
け
で
も
結
構
で

す
、
分
苑
で
食
事
を
し
て
頂
く
た

め
に
準
備
上
参
加
人
員
が
必
要
で

す
名
前
を
記
入
し
て
頂
け
た
ら
あ

り
が
た
い
で
す
。 

令
和
五
年
度
の
人
型
・
型
代
等

を
仕
分
け
し
て
あ
り
ま
す
。 

尚
型
代
等
不
足
し
て
い
る
支

部
・
分
所
に
は
二
十
四
日
に
は
準

備
で
き
ま
す
の
で
お
持
ち
帰
り
し

て
い
た
だ
け
ま
す
。 

今
年
の
初
め
に
万
祥
殿
と
長
生

殿
の
畳
献
金
の
お
願
い
を
し
て
い

ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
支
部
で
一

件
、
個
人
で
三
件
の
申
し
込
み
が

あ
り
本
部
へ
私
が
直
接
持
参
し
ま

し
た
。
集
ま
っ
て
い
た
ら
私
が
直

接
本
部
財
務
課
へ
持
参
い
た
し
ま

す
の
で
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。 十

月
の
秋
季
大
祭
を
二
十
三
日

に
変
更
い
た
し
ま
し
た
が
、
更
生

奉
仕
金
は
前
日
の
二
十
二
日
、
大

掃
除
も
同
じ
日
に
行
い
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
健
康
に

気
を
付
け
て
、
熱
中
症
・
コ
ロ
ナ

感
染
に
な
ら
な
い
よ
う
に
お
過
ご

し
く
だ
さ
い
。 

本
日
の
参
拝
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
コ
ー
ラ
ン
ダ
ン
コ
ン 

行
事
報
告 

●
月
始
祭 

九
月
三
日
（
土
） 

参
拝
者 

二
十
三
名 

 

斎
主 

 
 

見
田 

す
み
子 

祭
員 

 
 

堀 
 

禮
子 

祭
員 

 
 

堀 
 

亜
沙
美 

進
行 

 
 

加
祥 

め
ぐ
み 

少
年
祭
員
と
し
て
、
堀
亜
沙
美

さ
ん
が
ご
奉
仕
さ
れ
た
。 

●
月
次
祭
・
長
寿
祈
願
祭 

九
月
十
八
日
（
日
） 

参
拝
者 

三
十
八
名 

斎
主 

 
 

飯
田 

和
彦 

祭
員 

 
 

妹
尾 

正
治 

祭
員 

 
 

小
林 

清
人 

祭
員 

 
 

畠
山 

茂 

伶
人 

 
 

飯
田 

直
美 

伶
人 

 
 

岡
田 

幸
子 

伶
人 

 
 

長
谷
川 

美
枝 

裏
方 

 
 

菱
川 

義
英 

進
行 

 
 

中
村 

幸
夫 

分
苑
た
よ
り 

 
 

な
ご
み 
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祭
典
後
、
長
寿
の
皆
様
に
は
直

心
会
よ
り
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

白
寿 

半
田
支
部 

鈴
木
い
ち 

米
寿 

城
北
分
所 

 

大
橋
信
子 

神
ノ
倉
分
所 

岸
貴
代
美 

神
ノ
倉
分
所 

木
塚
厚
子 

神
ノ
倉
分
所 

仲
嶋
悟 

神
ノ
倉
分
所 

仲
嶋
妙
子 

神
ノ
倉
分
所 

木
村
多
宏 

神
ノ
倉
分
所 

藤
沢
良 

名
古
屋
北
分
所 

中
根
勝
夫 

若
葉
支
部 

 

佐
久
間
碧 

牛
山
支
部 

 

増
田
宮
子 

牛
山
支
部 

 

山
本
芙
美
子 

北
一
支
部 

 

五
十
川
貴
美
栄 

喜
寿 

城
北
分
所 

 

山
田
善
市 

神
ノ
倉
分
所 

平
野
順
子 

名
古
屋
北
分
所 

古
田
美
江 

若
葉
支
部 

 

太
田
照
子 

名
古
屋
東
支
部 

井
藤
良
則 

弥
富
支
部 

 

小
鹿
正
光 

弥
富
支
部 
 

中
西
昌
克 

分
苑
直
属 

 

三
石
正
子 

分
苑
直
属 

 

岩
田
ス
ヱ
子 

●
祭
式
講
習
会
・
葬
祭
研
修
会 

九
月
二
十
四
・
二
十
五
日

に
本
部
よ
り
出
口
拓
生
先
生

を
講
師
に
お
迎
え
し
て
開
催

さ
れ
た
。
参
加
者
は
述
べ
二

十
三
名
で
岐
阜
主
会
か
ら
七

名
（
少
年
一
名
）
・
三
河
本
苑

か
ら
一
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。 

 

祭
式
講
習
と
葬
祭
研
修
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
受
講
し
、
特

に
葬
祭
研
修
で
は
招
魂
式
か
ら
発

葬
式
ま
で
を
一
日
で
実
施
す
る
ケ

ー
ス
な
ど
を
実
習
し
、
大
変
有
意

義
な
研
修
と
な
っ
た
。 

行
事
予
定 

十
月
十
八
日
（
火
） 

 

霊
界
物
語
一
斉
拝
読
会 

十
月
二
十
三
日
（
日
） 

秋
季
大
祭
・
秋
季
合
同
慰
霊
祭 

午
前
十
時
よ
り 

十
月
二
十
九
・
三
十
日
（
土
・
日
） 

 

誠
心
会
献
労
奉
仕
（
綾
部
） 

十
一
月
五
日
（
土
） 

 

月
始
祭 

午
後
一
時
半
よ
り 

言
葉
の
力 

そ
の
⑥ 

 
 
 
 
 
 

特
任
宣
伝
使 

妹
尾 

正
治 

 

毎
年
、
年
末
に
な
る
と
話
題
に

な
る
の
が
「
今
年
の
漢
字
」
で
す
、

東
日
本
大
震
災
の
年
は
「
絆
」
で

し
た
、
多
く
の
人
が
被
災
さ
れ
尊

い
命
が
奪
わ
れ
、
日
本
全
国
、
世

界
各
地
か
ら
暖
か
い
支
援
と
祈
り

が
届
き
ま
し
た
。 

辞
書
に
は
「
絆
」
【
き
ず
な
】
人

と
人
と
の
断
つ
こ
と
の
出
来
な
い

つ
な
が
り
・
離
れ
が
た
い
結
び
つ

き
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。 

よ
く
似
た
意
味
合
い
で
「
結
」

【
ゆ
い
】
農
作
業
な
ど
で
互
い
に

労
力
を
交
換
し
て
助
け
合
う
こ
と
、

と
云
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。 

合
掌
作
り
で
有
名
な
白
川
郷
に
は

古
く
か
ら
、
こ
の
「
結
」
が
有
り

ま
し
た
、
か
や
ぶ
き
屋
根
の
葺
き

替
え
に
は
遠
く
離
れ
て
生
活
し
て

い
る
人
も
応
援
に
駆
け
付
け
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。 

又
年
に
一
度
の
お
祭
り
に
は
若
者

が
馳
せ
参
じ
ま
す
、
ふ
る
里
で
生

ま
れ
育
っ
た
「
血
」
と
「
魂
」
が

そ
う
さ
せ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

最
近
は
、
日
本
の
地
域
に
根
付
い

た
伝
統
文
化
も
近
代
文
化
の
波
に

押
し
流
さ
れ
、
ク
リ
ス
マ
ス
だ
の

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
若
者
が
群
が
り
、

お
巡
り
さ
ん
が
出
動
す
る
事
態
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。 

名
古
屋
の
「
ど
ま
つ
り
」
高
知
の

「
よ
さ
こ
い
祭
」
も
将
来
は
伝
統

的
な
祭
り
に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
昭
和
生
ま
れ
の
お
じ
さ
ん

（
私
）
に
は
理
解
不
能
で
す
。 

日
本
人
の
奥
底
に
眠
っ
て
い
る

「
絆
」
「
結
」
の
魂
を
掘
り
起
こ

さ
な
い
限
り
、
私
た
ち
は
日
本
人

で
す
と
、
胸
を
張
っ
て
言
え
る
時

代
は
来
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。 

「
絆
」
は
暖
か
く
優
し
い
言
葉
で

す
が
、
意
外
と
も
ろ
い
も
の
で
す
、

私
は
「
結
」
こ
そ
現
代
病
へ
の
特

効
薬
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

お
知
ら
せ 

令
和
五
年
度
祭
典
カ
レ
ン
ダ
ー
・

手
帳
の
販
売
に
つ
い
て 

 

カ
レ
ン
ダ
ー 

 
 

三
百
五
円 

オ
リ
ジ
ナ
ル
手
帳
三
点
セ
ッ
ト

七
百
五
十
円 

オ
リ
ジ
ナ
ル
手
帳
二
点
セ
ッ
ト 

 
 
 
 
 
 
 

五
百
五
十
円
。 

締
め
切
り
十
一
月
五
日
（
土
） 

分
苑
一
階
、
掲
示
板
の
申
込
用
紙

に
記
入
し
て
く
だ
さ
い 


